
ＣＣＮＳシステムとは、航空測量のためのガイダンス・
ポジショニング・マネージメントシステムです。
ＣＣＮＳの基本的システムは、Ｃｅｎｔｒａｌ Ｃｏｍ
ｐｕｔｅｒ Ｕｎｉｔ(ＣＣＵ)、Ｃｏｍｍａｎｄ ａｎｄ
Ｄｉｓｐｌａｙ Ｕｎｉｔ(5インチＴＦＴ液晶)、Ｌ１／
Ｌ２ ＧＰＳアンテナ、ケーブル類、そしてマウントプ
レートによって構成されています。

このシステムは世界的基準で見ても非常に互換性が高く、一般的なすべてのアナログ／デジタル航空カメラシステム
に対応しています。
また、ＷｉｎＭＰと併用することにより、航空測量ミッションプラニング(計画)、ドキュメンテーション(文書化)か
ら、ミッション中の航空機の制御とセンサー機器の管理において、より包括的でより完全なソリューションを提供す
ることができるでしょう。

ＣＣＮＳはカメラは元より、ｃｒａｂ／ｄｒｉｆｔ ｓｅｔｔｉｎｇ(s)を含むセンサー機器やＶ／Ｈ計算をコントロ
ールし、フィルム上のデータ注釈に必要なデータを提供します。座標はＷＧＳ８４、あるいは諸国のＸ／Ｙ座標です。

ＣＣＮＳは航空測量・調査において完全自動化であると
いう有益性をもってます。
第一、第二、ふたつのＣｏｎｔｒｏｌ & Ｄｉｓｐｌａｙ
Ｕｎｉｔは共に５インチＴＦＴ液晶で、１つのノブと５
つのボタンを通じて行う操作は極めて簡単です。
ＥＦＩＳ型画面は、ガイダンス部分ととシステム／セン
サー管理情報(ＴＦＴ液晶右側)部分に分かれています。
ＥＦＩＳ型はその他の航空機器と操作法が近いため、パ
イロットやオペレーターに余計な負担を掛けません。
ＨＳＩとＣＤＩ機器に合わせた感度のアウトプットを提
供します。

上の図は実際のフライトの際に採集したデータを
基に描かれたものです。上から順に下記のガイダ
ンス情報を掲載しています。

Current Heading:           353deg
Current(true)Track:        359deg
Drift(bottom):                 +06deg
Camera Symbol:           CAM#1 to be fired
Planned Altitude:           5000feet
Actual Altitude:              4850feet
Ground Speed:             212knots
Off-Track Dist.(XTD):    0.04nm
Off-Track Correction:    to the left
ON LINE:                      Aircraft is on line,i.e.
                                     The Camera(s)is activated
Dist. to next WPT:         0.1nm
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ＣＣＮＳは２つのカメラをコントロールすることができます。ＷＧＳ８４座標やローカルグリッドシステムによる
航空機の位置を含む実際のフライトデータが算出され、フィルム上で注釈として表示させることができます。
中間地点／写真データ、フライトインフォメーション、またＧＰＳ位置情報はすべて蓄積され、後処理・データ解
析・フライトインデックス作成のため、ＣＣＮＳ４ ＭＩＳＳＩＯＮＣＡＲＤに転送されます。

このシステムは作動時に動く機構が無いことや、ホコリ、湿気、加速や振動によってクラッシュしたり磨耗したり
しないハード・フロッピーディスクを使用していることも大きな強みのひとつです。
世界中で２５０を超える導入数がＣＣＮＳが大いに信頼できるシステムであることを証明しています。ＣＣＮＳを
使えば、特別な撮影パイロットや撮影ナビゲーターはもういりません。

ＩＧＩのＡＥＲＯｃｏｎｔｒｏｌをお使いいただくことに
より、正確なセンサーポジションと飛行姿勢データのリア
ルタイムの、あるいはポストプロセッシング（後処理）の
測定が可能になります。
航空カメラシステムとしては、露光の瞬間のexterior or
ientation elements（外的方位要素）の提供も可能になり
ます。
ＡＥＲＯｃｏｎｔｒｏｌシステムのすべてのオペレーショ
ンとマネージメントはＣＣＮＳによって管理することがで
きます。
ＩＭＵ(64Hz、128Hz、256Hz)のすべての取得されたデータ
はＡＥＲＯｃｏｎｔｒｏｌ ＤＡＴＡ ＣＡＲＤに蓄積され
ます。
ＧＰＳとＩＭＵデータのポストプロセッシングソリューシ
ョンはＡＥＲＯｃｏｎｔｒｏｌとスムーズな統合が可能な
ＡＥＲＯｏｆｆｉｃｅです。

ＣＣＮＳはＧＰＳレシーバーによる位置情報と速度
情報、ＤＧ（ディレクショナル・ジャイロ、定針儀）
による方角情報が必要です。
ＣＣＮＳは特定のデータ形式かＮＭＥＡ０１８３デ
ータ形式を使用することで、航空機にインストール
されている様々なＧＰＳレシーバーで作動させるこ
とが可能です。
ＩＧＩは１６チャネルＬ１ ＧＰＳレシーバー（CCU
にインストール済み）、あるいはＣＣＮＳ上部に設
置される１２チャネルＬ１／Ｌ２ＧＰＳレシーバー
(Z-EXTREME）を提供します。
これらのＧＰＳレシーバーはＲＴＣＭ－１０４形式
のＤＧＰＳオペレーションに使用されます。
安定した位置情報とｄｒｉｆｔ／ｃｒａｂ計算のた
め、ＧＰＳ情報とＤＧ情報はカルマンフィルタ・プ
ロセスに使用されます。
偏差と飛行補正のために使うことができます。


